碧青釉ファイアンスの研究 : 珪酸質陶器の実作において by 久保田 厚子









































* KUBOTA Atsuko 工芸工業デザイン学科
表l 碧青釉 (%) 表2 珪酸質胎土 （%）
アルカリソーダフリット 90 珪石 57 
珪石 10 蛙目粘土 22 
カオリン 3 ドロマイト 14 































ある 。 石英を 1200℃以上の温度で焼成するとクリストパ









































































































1 2 3 4 5 
珪石 80 80 80 80 80 
蛙目粘土 15 12.5 10 15 
木節粘土（1）又は
30 15 12.5 10 10 木節粘土（2)
アルカリソーダフリット 8 8 8 8 8 








なる 。 したがって5の調合による胎土が良好である 。 木













0.6 Nll20 > 0.04 AhO, 2.4 Si 0, 

















































イ ト で安定 した濃黒色の下絵を彩画するには ， 普通に絵
の具として使うより一種の黒化粧と考えるほうがよい。
約一割のカオリンを添加してすりあげたクロマイ ト で、


































1. t鹿離を使って、内側に入れ込む平底の瓶をひく 。 あと

























となっ たのも、 実はこのH寺代、イラン・メソポタ ミ アは
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